
信濃教育会の歴史をたどる

信 教 ア ー カ イ ブ ズ

第 74 期研究員  　 　馬場 かおり ( 第 71 回 )　高橋 美嘉（第 72 回）

教育研究所発信 ～研究員の「二年次研究」に学ぶ～

そして、今、私は ･･･
全県研究大会の授業者 Before ＆ After

会員にとって身近な存在であるために・・・
各種研修会のご案内各種研修会のご案内　　

Step by Step ～若い先生方のこれからに大きな期待をこめて～

2008 年 全県研究大会 授業者　倉田 誠一

長野市立三本柳小学校　松本 侑里 ＆＆ 初任研コーディネーター　脇坂 幸光

中野市立中野平中学校　佐藤 芽依 ＆＆ 初任研コーディネーター　久保 忠文

～子どもたちのために，自らの成長のために～

教育研究所第 76 期研究員の意気込みを紹介！

新しい風が吹いてきました

学校研修ウォッチ　　 伊那市立伊那北小学校

飯田市立竜東中学校

■連載

＜槲（かしわ）の葉　平福百穂（ひらふくひゃくすい）作＞＜槲（かしわ）の葉　平福百穂（ひらふくひゃくすい）作＞

秋秋田県角館（かくのだて）出身の画家　平福百穂（ひらふく　田県角館（かくのだて）出身の画家　平福百穂（ひらふく　

ひゃくすい）の作。ひゃくすい）の作。
諏訪出身の教育者島木赤彦は、大正６年７月から９年３月ま諏訪出身の教育者島木赤彦は、大正６年７月から９年３月ま
で雑誌『信濃教育』の編集主任を務めました。赤彦は大正３で雑誌『信濃教育』の編集主任を務めました。赤彦は大正３
年より短歌雑誌『アララギ』の編集にかかわっていて、百穂年より短歌雑誌『アララギ』の編集にかかわっていて、百穂
もまた『アララギ』同人であり、自分の絵を頒布し『アララギ』もまた『アララギ』同人であり、自分の絵を頒布し『アララギ』
を経済的に支援していました。二人は、明治３０年代から親を経済的に支援していました。二人は、明治３０年代から親
しく交流があったと言われています。しく交流があったと言われています。
　　　　
百穂は、赤彦とのかかわりから、信州教育に関心を寄せ「身百穂は、赤彦とのかかわりから、信州教育に関心を寄せ「身
内の者など受けている教育とは大いに趣を異にした健全なる内の者など受けている教育とは大いに趣を異にした健全なる
教育が諏訪で行われているをうらやましく思い」「どうか郷里教育が諏訪で行われているをうらやましく思い」「どうか郷里

（秋田県角館）の方にも幾分なりその気風を行わせたい」と（秋田県角館）の方にも幾分なりその気風を行わせたい」と
願って、角館の教員を諏訪に留学させていることからも、信願って、角館の教員を諏訪に留学させていることからも、信
州とのつながりの深さが想像できます。州とのつながりの深さが想像できます。

大正３年文展三等賞を受賞。国内でも声価を高めていた百穂大正３年文展三等賞を受賞。国内でも声価を高めていた百穂
でしたが、信濃教育会との深いかかわりが縁で、大正４年かでしたが、信濃教育会との深いかかわりが縁で、大正４年か
ら雑誌『信濃教育』の表紙画の揮毫を請け負いました。ら雑誌『信濃教育』の表紙画の揮毫を請け負いました。
百穂揮毫の「日本アルプスと樅（もみ）の木」「白樺林」「高百穂揮毫の「日本アルプスと樅（もみ）の木」「白樺林」「高
山と雷鳥」「槲の葉」などの画が昭和２７年１２月まで『信濃山と雷鳥」「槲の葉」などの画が昭和２７年１２月まで『信濃
教育』の表紙を飾りました。教育』の表紙を飾りました。

信濃教育会のロゴマークのシンボルは「槲の葉」です。「信州信濃教育会のロゴマークのシンボルは「槲の葉」です。「信州
の寒風に耐えながらも堂々と葉を広げる野生の槲の葉の逞しの寒風に耐えながらも堂々と葉を広げる野生の槲の葉の逞し
さを感じる」と、当時の記録にも記されている百穂の作品でさを感じる」と、当時の記録にも記されている百穂の作品で
す。す。
槲の「厳しい冬の寒さの中でも落葉せず、春の新芽の成長を槲の「厳しい冬の寒さの中でも落葉せず、春の新芽の成長を
待って落葉する」その姿に、「先輩から後輩」「人から人へ」待って落葉する」その姿に、「先輩から後輩」「人から人へ」
と教育の本質を伝え続ける信濃教育会の願いと営みを重ねてと教育の本質を伝え続ける信濃教育会の願いと営みを重ねて
表現しました。表現しました。
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